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うきは市議会だより No.68

　令和 4年 2月 1日発行

会 

期　

令
和
３
年 

12
月
３
日
〜
12
月
15
日  （
13
日
間
）

【
上
程
さ
れ
た
議
案
】

◇
議　

案
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
13
件

◇
追
加
議
案

　
（
議
案
２
件
、発
議
２
件
、意
見
１
件
）・
・
・
計
５
件

12
月
定
例
会 

補
正
予
算

主
な
議
案

  

▼
う
き
は
市
簡
易
水
道
事

  

　
業
会
計
並
び
に
う
き
は

  

　
市
下
水
道
事
業
会
計

12月定例会

　

今
回
の
12
月
議
会
定
例
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
補
正
予
算

と
、
う
き
は
市
の
各
種
施
設

に
関
し
新
た
に
指
定
管
理
を

行
う
事
業
者
の
指
定
が
大
き

な
議
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
今

国
会
で
も
議
論
に
な
っ
て
い

る
18
歳
以
下
の
子
ど
も
の
い

る
世
帯
へ
の
給
付
金
に
対
す

る
補
正
と
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
３
回
目
を
行
う
た
め
の
補

正
予
算
が
主
な
内
容
で
す
。

　

ま
た
、
う
き
は
市
の
５
つ

の
施
設
に
お
い
て
、
令
和
４

年
３
月
31
日
で
指
定
管
理
が

終
了
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、

新
た
に
指
定
管
理
者
を
指
定

す
る
議
案
に
つ
い
て
は
、
過

去
の
実
績
や
評
価
の
資
料
提

出
を
求
め
、
各
所
管
の
委
員

会
で
詳
細
に
わ
た
っ
て
検
討

し
ま
し
た
。
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
慎
重
審
議
を
行
い
全

議
案
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
収
束
が
見

え
て
き
ま
せ
ん
。
今
後
と
も

議
会
と
し
て
市
民
の
声
を
市

政
に
反
映
さ
せ
る
役
割
が
求

め
ら
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

１
億
２
５
９
７
万
円
を
追

加
し
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
40

億
４
６
０
５
万
円
と
し
ま
す
。

【
主
な
理
由
】

　
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費

　
　

１
億
３
９
５
万
円

　

国
庫
支
出
金
等
返
還
金

　
　
　

８
３
５
７
万
円
な
ど

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
通
院
に
か
か
る

医
療
費
が
抑
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
等

に
よ
り
通
常
に
も
ど
っ
た
た

め
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
は
医
療
費
が
少
な
か

っ
た
の
で
、
そ
の
実
績
に
よ

り
国
へ
の
返
還
金
が
発
生
し

ま
し
た
。

【
主
な
理
由
】

　

雑
入
と
し
て
、
後
期
高
齢

者
医
療
事
務
費
負
担
金
が
返

還
さ
れ
た
た
め
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
補
正
に
つ
い
て

は
、
公
営
企
業
会
計
に
よ
り

処
理
さ
れ
ま
す
。

【
主
な
理
由
】

　

職
員
の
交
代
に
よ
る
給
与

の
減
額
と
予
備
費
の
増
額
。

  

▼
う
き
は
市
国
民
健
康
保

  

　
険
事
業
特
別
会
計

  

▼
う
き
は
市
立
自
動
車
学

  

　
校
特
別
会
計

  

▼
う
き
は
市
後
期
高
齢
者

  

　
医
療
事
業
特
別
会
計

◆
特
別
会
計

　

99
万
円
を
追
加
し
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
９
４
７
万

円
と
し
ま
す
。

大
賢
虎
変

大
賢
虎
変

※

「
大
賢
虎
変
」
た
い
け
ん
こ
へ
ん

　
見
事
に
変
化
や
改
革
を
す
る
こ
と
の
た
と
え
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　　 主な歳出（２億９１９８万円）
◆ 議会費　　　　　　　　　　　   ▲４８８万円
　 （タブレット端末導入費等）
◆ 総務費　　　　　　　　　　   ▲２３１６万円
　 総務管理費　　　　　　　      ▲１５２２万円
　 徴税費　　　　　　　　　   　   ▲６３５万円
　 戸籍住民基本台帳費　　　   　   ▲１６１万円
　 その他　　　　　　　　　　　    　　  １万円
◆ 民生費　　　　　　　　　   ３億２２５７万円
　 社会福祉費　　　　　　　    　  ５９１９万円
　 （過年度事業の実績による各種返還金等）
　 児童福祉費　　　　　   　   ２億５１１０万円
　 （子育て世帯への臨時特別給付金等）
　 生活保護等対策費　　　  　　　１２２８万円
◆ 衛生費　　　　　　　　　　　   ６９０３万円
　 保健衛生費　　　　　　    　　  ７０２２万円
　 （新型コロナウイルスワクチン接種等の経費）
　 清掃費　　　　　　　　　    　  ▲１１９万円
◆ 農林水産業費　　　　　　　　   １０４２万円
　 農業費　　　　　　　　    　　  ▲１５１万円
　 林業費　　　　　　　　　　      １１９３万円
◆ 商工費　　　　　　　　　　   ▲４６５７万円
◆ 土木費　　　　　　　　　　   ▲２９６８万円
　 土木管理費　　　　　　　　　      ▲６１万円
　 河川費　　　　　　　　　      ▲２９００万円
　 住宅費　　　　　　　　　　　　      ▲７万円
◆ 教育費　　　　　　　　　　　　   ６１９万円
　 教育総務費　　　　　　　　　      ▲７８万円
　 小学校費　　　　　　　　　　      ３９１万円
　 中学校費　　　　　　　　　　      ７２０万円
　 （小学校・中学校修学旅行キャンセル料等）
　 社会教育費　　　　　　　　      ▲４１５万円
◆ 災害復旧費　　　　　　　　　   ▲６００万円
　 農林水産業施設災害復旧費　      ▲６００万円
◆ 公債費　　　　　　　　　　　   ▲８８３万円
◆ 諸支出金　　　　　　　　　　　   ３３９万円
　 特別会計繰出金　　　　　　　      ３３９万円
◆ 予備費　　　　　　　　　　　　   ▲５０万円

　　 主な歳入（２億９１９８万円）
◇ 市　税　　　　　　　　　　　   ５７６８万円

　  ・市民税　　　　　　　　　      ６５１４万円

　  ・固定資産税　　　　      　　▲２５４０万円

　  ・軽自動車税　　　　　　      　　２５０万円

　  ・市たばこ税　　　　　      　　１６５１万円

　  ・入湯税　　　　　　      　　　▲１０７万円

◇ 環境性能割交付金　　　　　　　   ３１５万円

　  （旧軽自動車税）

◇ 地方特例交付金　　　　　　　   ４１１２万円

　  ・地方特例交付金　　      　　　　８０４万円

　  ・新型コロナウイルス感染症対策地方税

　　 減収補てん特別交付金　　      ３３０９万円

◇ 分担金及び負担金　　　　　　　　   ４０万円

◇ 国庫支出金　　　　　　　   ３億７３７１万円

　  ・新型コロナウイルス感染症対策であるワク　

　 　チン接種や子育て世帯への臨時特別給付金

　　 に対する国の補助金等

◇ 県支出金　　　　　　　　　   ▲１０７９万円

◇ 財産収入　　　　　　　　　　   １６１２万円

◇ 繰入金　　　　　　　　   ▲２億５３１６万円

◇ 諸収入　　　　　　　　　　   　４５３４万円

◇ 市債　　　　　　　　　　　　   １８４０万円

◆令和３年度  一般会計補正予算（第6号・第7号）
　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2億9198万円を追加し、歳入歳出予算の総額は歳入歳出
それぞれ171億1719万円となりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　（※千円未満を四捨五入しているため、端数の誤差は生じます。）
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指
定
管
理
者
の
指
定

ホタルの里広場

町並み交流館商家

６次産業化研究開発・事業化支援センター「うきは夢ラボ」

滞在型交流施設注連原住宅

四季の舎（しきのもり）ながいわ

◆
う
き
は
市
町
並
み
交
流
館

商
家
の
指
定
管
理

◆
う
き
は
市
新
川
田
篭
滞
在
型
交

流
施
設
注
連
原
住
宅
の
指
定
管
理

◆
う
き
は
６
次
産
業
化
研
究
開
発

・
事
業
化
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

指
定
管
理
者

　
ミ
エ
ル

指
定
す
る
期
間

令
和
４
年
４
月
１
日
〜

　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
（
３
年
間
）

【
目
的
】

　
う
き
は
市
は
フ
ル
ー
ツ
王

国
で
あ
り
、
様
々
な
フ
ル
ー

ツ
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
規
格
外
品

は
価
格
も
安
く
、
さ
ら
に
は

廃
棄
処
分
さ
れ
る
果
物
も
大

量
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

無
駄
に
さ
せ
な
い
た
め
、
加

工
品
と
し
て
新
商
品
を
開
発

し
、
農
家
の
所
得
向
上
を
図

る
た
め
の
施
設
で
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
ミ
エ
ル
は
菓
子
製

造
業
を
し
て
あ
り
、
パ
テ
ィ

シ
エ
と
い
う
職
業
を
活
か
し
、

素
材
を
生
か
し
た
加
工
方
法

を
熟
知
し
て
い
る
の
で
、
施

設
利
用
者
へ
の
商
品
ア
イ
デ

ア
の
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
元
々
菓
子
製
造
業

と
い
う
販
路
を
生
か
し
、
新

し
い
商
品
の
販
売
ア
ド
バ
イ

ス
等
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。

◆
う
き
は
市
立
公
園
ホ
タ
ル

の
里
広
場
の
指
定
管
理

◆
う
き
は
市
長
岩
公
園
交
流

促
進
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

指定管理者　小塩地区自治協議会
指定する期間　令和４年４月１日～
　　　　　　　　令和９年３月31日まで（５年間）
【目的】
　小塩地区は「ホタルの里」として、これまでホタ
ルを地域資源として地域活性化の取組を行ってきま
した。キャンプ場として活用することで、山村と都
市との交流を深め、地域の活性化を図っていくこと
を目的とします。

指定管理者　株式会社ＫＭ２コーポレーション
指定する期間　令和４年４月１日～
　　　　　　　　令和９年３月31日まで（５年間）
【目的】
　うきはの地産地消をモットーに、飲食を通じてう
きは市の味覚を発信します。また、施設の見学を実
施し、「うきはの歴史や文化」体験教室などを定期的
に開催し、「うきはのくらし」や「業」に触れていた
だき、来館者にうきはをＰＲします。

指定管理者　注連原村つくり会
指定する期間　令和４年４月１日～
　　　　　　　　令和９年３月31日まで（５年間）
【目的】
　過疎化が急激に進んでいる注連原を活気づけるため
に宿泊施設の運営と注連原の文化を発信し、都会と村
の関係性を深めていきます。また、里山の再生や耕作
放棄地の活用、新たな村でのビジネスモデルを作り移
住者を増やし、新しい村づくりを目指します。

指定管理者　特定非営利活動法人「うきはのあん」
指定する期間　令和４年４月１日～
　　　　　　　　令和７年３月31日まで（３年間）
【目的】
　山間部のアクティビティ・アウトドアのハブ拠点
として活用し、うきはの自然への玄関口として新川
 ・田篭地域協議会が運営するキャンプサイトとも連
携して運営を行います。また、企業向けワーケーショ
ンの拠点としても活用していきます。
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■
条
例
の
制
定
・
改
正

  

■
意
見
書

  

▼
発
議

○
う
き
は
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

国
は
「
全
世
代
型
社
会
保

障
改
革
の
方
針
に
つ
い
て
」

等
を
踏
ま
え
、
現
役
世
代
へ

の
給
付
が
少
な
く
、
給
付
は

高
齢
者
中
心
、
負
担
は
現
役

世
代
中
心
と
い
う
こ
れ
ま
で

の
社
会
保
障
の
構
造
を
見
直

し
、
全
て
の
世
代
で
広
く
安

心
を
支
え
て
い
く
「
全
世
代

対
応
型
の
社
会
保
障
制
度
」

を
構
築
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
国
民

健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、
子

ど
も
（
未
就
学
児
）
に
係
る

被
保
険
者
均
等
割
額
を
減
額

し
、
そ
の
減
額
相
当
分
を
公

費
で
支
援
す
る
制
度
を
創
設

す
る
た
め
、
今
回
の
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

施
行
日
：
公
布
の
日

▽
う
き
は
市
議
会
委
員
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

▽
う
き
は
市
議
会
会
議
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の

制
定
に
つ
い
て

　

う
き
は
市
議
会
委
員
会
条

例
並
び
に
市
議
会
会
議
規
則

に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画

推
進
や
全
国
市
議
会
議
長
会

の
流
れ
を
受
け
て
、
次
の
内

容
を
改
正
し
ま
し
た
。

（
欠
席
、
遅
刻
又
は
早
退
の

　
届
出
）

　

第
２
条　

議
員
は
、
公
務
、

疾
病
、
育
児
、
看
護
、
介
護
、

配
偶
者
の
出
産
補
助
そ
の
他

や
む
を
得
な
い
事
由
の
た
め

欠
席
、
遅
刻
又
は
早
退
す
る

と
き
は
、
そ
の
理
由
を
付
け
、

当
日
の
開
議
時
刻
ま
で
に
議

長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２
、
議
員
は
、
出
産
の
た
め

出
席
で
き
な
い
と
き
は
、
出

産
予
定
日
の
８
週
間
（
多
胎

妊
娠
の
場
合
に
あ
っ
て
は
14

週
間
）
前
の
日
か
ら
当
該
出

産
の
日
後
８
週
間
を
経
過
す

る
日
ま
で
の
範
囲
内
に
お
い

て
、
そ
の
期
間
を
明
ら
か
に

し
て
、
あ
ら
か
じ
め
議
長
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

▽
沖
縄
戦
没
者
の
遺
骨
を
含

む
土
砂
を
採
取
さ
せ
な
い
よ

う
に
国
に
求
め
る
意
見
書

【
内
容
】

　

沖
縄
県
名
護
市
辺
野
古
で

米
軍
基
地
建
設
を
進
め
る
政

府
が
、
埋
め
立
て
用
の
土
砂

の
採
取
地
に
、
沖
縄
戦
で
犠

牲
を
強
い
ら
れ
た
県
民
や
命

を
落
と
し
た
兵
士
の
遺
骨
が

数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
さ

れ
る
沖
縄
本
島
南
部
地
域
を

加
え
た
こ
と
へ
の
懸
念
と
反

発
を
表
明
す
る
意
見
書
で
す
。

（
請
願
書
の
記
載
事
項
等
）

【
内
容
】

　

請
願
者
に
対
し
提
出
時
に

求
め
て
い
る
署
名
押
印
を
、

署
名
又
は
記
名
押
印
に
改
め

る
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

施
行
日
：
公
布
の
日

○
う
き
は
市
過
疎
地
域
の
持

続
的
発
展
の
支
援
に
係
る
固

定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
目
的
】

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展

の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置

法
に
基
づ
き
、
浮
羽
地
域
が

過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
計
画
に
お
け
る
産
業

振
興
策
の
一
つ
で
あ
る
固
定

資
産
税
の
免
除
の
根
拠
と
し

て
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

す
。

【
内
容
】

　

過
疎
地
域
内
の
産
業
の
振

興
を
図
る
た
め
、
浮
羽
地
域

全
域
内
に
お
い
て
振
興
す
べ

き
業
種
の
事
業
の
用
に
供
す

る
設
備
で
一
定
規
模
の
も
の

を
取
得
等
し
た
場
合
、
当
該

設
備
（
家
屋
、
償
却
資
産
及

び
当
該
家
屋
の
敷
地
で
あ
る

土
地
）
に
対
す
る
固
定
資
産

税
を
３
年
間
免
除
す
る
も
の

で
す
。

施
行
日
：
公
布
の
日

（
適
用
は
令
和
３
年
４
月
１
日
）

○
う
き
は
市
ふ
る
さ
と
・
ま

ご
こ
ろ
基
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

個
人
に
よ
る
ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
る
寄
付
と
あ
わ
せ
て

企
業
に
よ
る
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
に
つ
い
て
も
積
立
の

対
象
に
加
え
、
う
き
は
市
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
戦
略
の
基
本
目

標
の
達
成
に
資
す
る
施
策
に

使
用
で
き
る
よ
う
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

施
行
日
：
公
布
の
日

対 象 業 種
資 本 金 額

5000万円以下 5000万円超
1億円以下 1億円超え

５００万円

５００万円

５００万円

５００万円

１０００万円

１０００万円

２０００万円

２０００万円

５００万円

５００万円

製 造 業

旅 館 業

農林水産物等
販売業

情報サービス
業等

※取得価格の合計額が上表の業種、資本金額毎に定められた金額以上のものが対象



上
水
道
事
業
の
市
民
へ
の
説
明
は

な
講
演
会
を
行
っ
て
い
る
が

ご
指
摘
は
し
っ
か
り
受
け
止

め
て
、
決
し
て
形
骸
化
し
な

い
よ
う
実
の
あ
る
自
主
防
災

組
織
に
改
変
す
べ
く
、
し
っ

か
り
我
々
も
支
援
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
消
防
団
員
確
保
に
つ
い
て

・
地
域
団
員
制
度
に
つ
い
て

は
し
っ
か
り
捉
え
る
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

自
主
防
災
組
織

佐
藤　

各
行
政
区
の
自
主
防

災
組
織
に
対
し
て
防
災
講
習

会
、
避
難
訓
練
等
の
開
催
を

も
っ
と
強
く
働
き
か
け
て
い

く
べ
き
で
は
。

市
長　

こ
れ
ま
で
も
自
主
防

災
組
織
を
対
象
に
、
い
ろ
ん

さ
ら
な
る
説
明
に
努
め
る
（
市
長
）

佐
藤　

市
長
が
広
報
う
き
は

で
上
水
道
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
市
民
へ
の
説
明
に
努
め

る
と
述
べ
ら
れ
て
６
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
説

明
の
進
捗
状
況
は
。

市
長　

７
つ
の
自
治
協
の
役

員
の
皆
様
と
は
意
見
交
換
を

実
施
し
た
。
更
に
若
年
層
、

子
育
て
世
代
、
女
性
層
等
の

市
民
の
皆
様
と
の
意
見
交
換

に
取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
に

し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
実
施
が
難
し
い
状
況
と

な
っ
た
。
し
か
し
最
近
感
染

が
落
ち
着
き
だ
し
た
状
況
の

中
、
今
年
10
月
か
ら
11
月
に

か
け
て
数
人
ず
つ
４
回
、
水

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

佐
藤　

再
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
は
行
う
の
か
。

市
長　

何
ら
か
の
形
で
民
意
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２
１
０
号
線
バ
イ
パ
ス
は

　

景
観
含
め
、
整
備
が
必
要
で
は

要
望
等
あ
れ
ば
道
路
管
理
者
と

                  
　
　
　
協
議
し
対
応
し
て
い
く
（
市
長
）

熊
懐　

バ
イ
パ
ス
の
街
路
樹

や
植
樹
帯
の
植
栽
に
よ
り
、

小
さ
い
子
ど
も
や
お
年
寄
り

の
姿
が
隠
れ
危
険
で
は
な
い

か
。
数
年
前
か
ら
要
望
が
出

て
い
た
と
思
う
が
。

市
長　

ご
指
摘
の
通
り
、
毎

年
の
よ
う
に
草
が
伸
び
て
、

除
草
、
張
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

防
草
対
策
等
実
施
の
要
望
は

承
っ
て
お
り
、
そ
の
度
久
留

米
維
持
出
張
所
に
相
談
に
伺

っ
て
い
る
。

　

空
き
家
整
備

熊
懐　

空
き
家
解
消
に
向
け

今
後
の
取
り
組
み
、
実
態
調

査
等
を
伺
う
。

市
長　

平
成
28
年
に
空
き
家

の
調
査
を
実
施
し
、
現
在
ま

で
５
年
が
経
過
し
て
お
り
、

改
め
て
調
査
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

熊
懐　

老
朽
危
険
家
屋
除
去

件
数
を
増
や
す
た
め
の
取
り

組
み
等
が
あ
れ
ば
伺
う
。

市
長　

空
き
家
対
策
の
取
り

組
み
と
し
て
、
老
朽
危
険
家

屋
等
除
去
促
進
事
業
費
補
助

金
の
活
用
を
主
に
進
め
て
い

る
。

　

資
産
整
理

熊
懐　

所
有
者
が
終
活
の
中

で
財
産
を
ど
う
す
る
の
か
決

め
て
行
く
こ
と
が
、
空
き
家

の
解
消
に
つ
な
が
る
と
思
う

が
。

市
長
　
ご
指
摘
の
通
り
、
生

前
の
終
活
の
中
で
財
産
の
相

続
等
を
確
実
に
実
施
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
、
空
き
家
解

消
に
つ
な
が
る
一
つ
の
手
段

に
な
る
と
思
う
の
で
、
法
律

の
改
正
内
容
な
ど
も
含
め
た

啓
発
活
動
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

バイパスの植樹帯の整備が必要ではないか

一 般 質 問

熊懐 和明議員
くまだき　かずあき

佐藤 裕宣議員
さとう　 ひろのぶ

自主防災講習会



水
道
基
本
計
画
策
定

　
　
　
（
令
和
７
年
度
）
前
ま
で
と
考
え
て
い
る
（
市
長
）

組
坂　

上
水
道
事
業
に
お
い

て
過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
10
．９
％（
加
入
し
た
い

人
）
を
50
％
ま
で
上
げ
る
必

要
が
あ
る
と
の
市
長
の
考
え

は
、
い
つ
ま
で
な
の
か
伺
う
。

市
長　

水
道
基
本
計
画
策
定

（
令
和
７
年
度
）前
ま
で
に
50

％
と
い
う
ラ
イ
ン
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
民
意
を
確
認
し

な
く
て
は
い
け
な
い
も
の
だ

と
承
知
し
て
い
る
。

組
坂　

地
下
水
が
決
し
て
無

限
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
と

い
う
科
学
的
根
拠
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

市
長　

３
年
間
地
下
水
に
関

す
る
調
査
を
実
施
し
、
科
学

的
に
分
析
し
「
う
き
は
の
恵

水
」
の
資
料
に
具
体
的
に
数

字
を
落
と
し
て
い
る
。

組
坂　

年
間
降
水
量
か
ら
す

る
と
、
出
る
水
よ
り
地
下
水

と
な
る
水
の
方
が
多
い
の
で

は
な
い
か
。

市
長　

地
下
水
の
収
支
計
算

は
、
ほ
ぼ
一
緒
と
い
う
科
学

的
な
デ
ー
タ
が
あ
る
。

組
坂　

水
質
検
査
等
に
よ
り

有
毒
性
が
基
準
値
を
上
回
る

家
庭
用
井
戸
水
を
使
用
し
て

い
る
世
帯
へ
、
地
下
水
専
用

の
浄
水
器
設
置
補
助
は
で
き

な
い
か
。

市
長　

そ
う
い
う
現
象
が
あ

っ
た
と
き
は
、
周
辺
部
も
調

査
し
、
全
体
的
に
考
え
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

・
公
園
の
在
り
方
に
つ
い
て

・
浮
羽
消
防
署
・
出
張
所
の

　

建
て
替
え
に
伴
う
配
置
換

　

え
に
つ
い
て

上
水
道
事
業
加
入
率

　
　
　

50
％
以
上
は
い
つ
ま
で
か

岩
淵　

３
歳
未
満
児
の
保
育

料
は
各
自
治
体
別
に
違
う
が
、

う
き
は
市
の
料
金
設
定
の
根

拠
と
近
隣
と
の
差
に
つ
い
て

見
解
を
求
め
る
。

市
長　

国
が
定
め
る
利
用
者

負
担
額
を
基
に
定
め
、
近
隣

自
治
体
に
は
う
き
は
市
よ
り

低
く
設
定
し
て
い
る
所
も
あ

る
が
、
公
立
私
立
保
育
所
等

の
数
や
財
政
面
を
考
え
妥
当

と
考
え
て
い
る
。

岩
淵　

妥
当
と
言
う
根
拠
は
。

福
祉
事
務
所
長　

ゼ
ロ
歳
児

保
育
等
保
育
士
の
数
が
多
く

な
る
の
で
、
金
額
を
勘
案
し

て
妥
当
と
考
え
る
。

岩
淵　

年
収
３
０
０
万
円
位

で
30
万
円
近
い
保
育
料
が
か

か
る
こ
と
に
減
免
し
な
い
と

い
う
の
は
あ
り
得
な
い
と
思

う
。

市
長　

様
々
な
子
育
て
支
援

う
き
は
市
と
近
隣
自
治
体
と
の

　
　
　
　
　

保
育
料
差
の
見
解
を

保
育
料
は
妥
当
と
考
え
る
（
市
長
）

教
育
長　

全
国
的
な
認
定
基

準
と
し
て
生
活
保
護
の
基
準

額
に
一
定
の
係
数
を
掛
け
基

準
と
す
る
自
治
体
が
増
え
て

お
り
、
う
き
は
市
も
認
定
基

準
見
直
し
の
検
討
が
必
要
と

認
識
し
て
い
る
。

　

見
直
し
に
あ
た
り
算
定
が

複
雑
な
た
め
、
シ
ス
テ
ム
等

の
導
入
に
向
け
関
係
部
署
と

協
議
を
進
め
た
い
。

策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
市

町
村
間
競
争
で
は
な
く
、
福

祉
施
策
は
国
で
方
向
性
を
示

す
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

岩
淵　

就
学
援
助
の
認
定
基

準
は
市
民
税
非
課
税
減
免
を

基
準
と
す
る
現
制
度
か
ら
、

う
き
は
市
の
生
活
保
護
扶
助

基
準
の
１
．３
倍
の
額
に
見

直
し
を
求
め
る
。

3歳未満保育への支援を

改めて問われる上水道の必要性
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岩淵 和明議員
いわぶち　かずあき



義
務
教
育
は
学
習
保
障
の
場

　
　
　
　
教
室
不
足
の
対
応
は

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
改
修
も
視
野
に
入
れ
て
対
応
（
市
長
）

上野 恭子議員
うえの　 きょうこ

竹
永
　
平
成
24
年
、
27
年
、

31
年
と
10
年
前
か
ら
竹
重
区

か
ら
出
て
い
る
信
号
機
設
置

に
つ
い
て
。

市
長
　
ま
ず
交
通
管
理
者
で

あ
る
う
き
は
警
察
署
に
相
談

し
た
い
。

竹
永
　
信
号
機
設
置
に
つ
い

て
、
新
井
県
議
（
警
察
委
員

会
副
委
員
長
）
が
現
地
調
査

を
し
、
県
警
と
話
を
し
て
あ

る
が
。

市
長
　
所
管
で
あ
る
う
き
は

警
察
署
に
相
談
し
た
い
。

竹
永
　
本
年
度
の
通
学
路
改

善
実
績
は
。

学
校
教
育
課
長
　 

・
吉
井
小

は
２
１
０
号
線
カ
ラ
ー
舗
装
。

 

・
千
年
小
は
２
１
０
号
線
バ

イ
パ
ス
な
ど
防
護
柵
２
か
所
。

 

・
福
富
小
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

や
カ
ラ
ー
舗
装
、
路
面
標
示
。 

 

・
江
南
小
は
２
１
０
号
線
バ

イ
パ
ス
北
側
歩
道
設
置
（
完

了
）
南
側
、
防
護
柵
な
ど
。

 

・
御
幸
小
は
路
側
線
や
カ
ラ

ー
舗
装
と
路
面
標
示
な
ど
。

 

・
大
石
小
は
市
道
路
面
標
示
。 

 

・
山
春
小
は
路
側
線
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
と
カ
ラ
ー
舗
装
を
予

定
し
て
い
る
。

竹
永
　
お
年
寄
り
や
子
ど
も

が
使
い
や
す
い
バ
ス
路
線
に

バ
ス
カ
ッ
ト
、
待
合
所
、
駐

輪
場
、
ト
イ
レ
、
街
灯
な
ど

整
備
し
て
、
若
者
の
人
口
増

加
策
に
し
た
ら
ど
う
か
。

市
長
　
国
道
に
は
バ
ス
カ
ッ

ト
、
待
合
所
な
ど
整
備
さ
れ

て
い
な
い
バ
ス
停
が
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
10
月
ま
で
の
い
じ
め
、
不

　
登
校
件
数
、
子
ど
も
の
虐

　
待
数
と
対
応
に
つ
い
て

交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る

　
富
永
工
業
団
地
南
の
信
号
機
設
置
は

上
野
　
千
年
小
で
は
新
築
や

ア
パ
ー
ト
が
多
く
な
り
児
童

数
も
増
加
、
支
援
学
級
を
含

め
教
室
確
保
は
重
要
で
は
。

教
育
長
　
通
常
12
、
支
援
５

学
級
で
空
き
教
室
は
な
く
、

南
校
舎
２
階
パ
ソ
コ
ン
教
室

改
修
も
視
野
に
入
れ
対
応
す

る
。

上
野
　
支
援
学
級
で
は
実
態

に
応
じ
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ

ン
で
格
差
の
な
い
教
育
環
境

を
。

教
育
長
　
生
徒
に
応
じ
た
指

導
内
容
方
法
を
保
護
者
、
教

師
と
共
通
理
解
し
指
導
中
。

上
野
　
先
般
質
問
の
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
問
題
、
子
ど
も
と

介
護
の
実
態
把
握
ア
ン
ケ
ー

ト
は
。

教
育
長
　
厚
生
労
働
省
文
部

科
学
省
で
連
携
方
策
を
検
討
。

デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
の
為
ア

ン
ケ
ー
ト
は
難
し
く
見
守
る

体
制
で
早
期
発
見
に
努
め
る
。

上
野
　
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高

に
よ
り
児
童
が
生
理
用
品
を

代
用
品
で
過
ご
し
て
い
な
い

か
心
配
。
心
理
的
負
担
や
言

い
づ
ら
さ
を
回
避
す
る
た
め

ト
イ
レ
に
期
間
限
定
で
の
設

置
は
。

学
校
教
育
課
長
　
学
校
の
ト

イ
レ
設
置
は
衛
生
上
問
題
で

あ
り
、
保
健
室
に
備
え
対
応

し
て
い
る
。

　
木
材
活
用
に
つ
い
て

上
野
　
木
材
活
用
は
喫
緊
の

課
題
だ
が
、
マ
ル
チ
家
庭
用

木
材
物
置
き
や
木
材
サ
ウ
ナ

等
売
り
に
出
し
、
日
常
で
目

に
見
え
る
活
用
を
。

市
長
　
日
常
活
用
は
大
切
で

木
製
品
作
成
等
の
助
成
を
行

い
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作
成

中
。

竹永 茂美議員
たけなが　  しげみ

生理用品トイレ設置について衛生上問
題と答弁したが裸のトイレットぺ－パ
ーは問題ないのか？

市道竹重・屋形線とふるさと農道との交差点
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私
か
ら
も
し
っ
か
り
警
察
に
お
願
い
し
た
い
（
市
長
）



「久留米・うきは工業団地」紹介
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（
株
）平
野
屋
物
産

売
買
契
約

　
　

    〈 
約
０
．９
３
ha 

〉

　
　

 

平
成
31
年
３
月
29
日

（
株
）資
生
堂

立
地
協
定

　
　

    〈 

約
９
．６
８
ha 

〉

　
　

 

平
成
31
年
２
月
12
日

建
設
着
手

　
　

 　
　

令
和
２
年
４
月

生
産
開
始

　
　

 　
　

令
和
４
年
４
月

そ
の
他
分
譲
区
画

　
　

   〈 

約
１
．６
０
ha 

〉

　
　

   〈 

約
２
．０
３
ha 

〉

　
　

   〈 

約
２
．１
８
ha 

〉

中
山
リ
サ
イ
ク
ル
産
業（
株
）

立
地
協
定

　
　

    〈 

約
１
．５
６
ha 

〉

　
　

 

令
和
３
年
11
月
26
日

　

う
き
は
地
区
の
分
譲
・
予

約〈
約
11
．０
０
ha
〉 

が
完
了

し
た
の
を
機
に
、
議
会
視
察

と
し
て
、
令
和
３
年
11
月
18

日
（
木
）
第
１
期
工
事
の
建

設
に
着
手
さ
れ
操
業
開
始
さ

れ
た
、「
キ
ャ
ニ
コ
ム
」
登

記
社
名（
株
）筑
水
キ
ャ
ニ
コ

ム
新
工
場
へ
訪
問
い
た
し
ま

し
た
。

立
地
協
定

　
　

 

令
和
２
年
７
月
３
日

　
　

    〈 

約
５
．１
７
ha 

〉

売
買
契
約

　
　

 

令
和
２
年
４
月
30
日

２
期
・
３
期
工
場
新
設
追
加

取
得
予
定
地

　
　

    〈 

約
３
．３
３
ha 

〉

本
社　

う
き
は
市
吉
井
町

　
　
　
　
　
　

福
益
90 ‒

１

【
沿
革
】

１
９
５
５
年

筑
水
農
機
販
売（
株
）　

設
立

１
９
６
４
年

筑
水
農
機（
株
）　

社
名
変
更

１
９
８
９
年

（
株
）筑
水
キ
ャ
ニ
コ
ム　
　

　
　
　
　
　
　
　

社
名
変
更

２０１６年
CANYCOM「キャニコム」社名変更

　社長と社員の説明を受け、最新鋭の工場内を約１時間
視察しました。その後、会議室での説明・質疑応答を行
い社長より大きく４点の回答をいただきました。

Q　脱炭素化、エネルギー業界の転換について。

A　カーボンニュートラル、柔軟に対応していきます。

Q　営業売り上げは。

A　現在 50億円。次期工場新設後 100 億円を見据えて        
　  います。

Q　社員数及び雇用について。

A　現在２８０名。地元採用を十分念頭に置いています。

Q　海外での営業拠点の国数は。

A　アメリカ・中国・韓国・カナダの４ヶ国です。

【
う
き
は
市
分
譲
区
域
】

　
　
　  

約
11
．０
０
ha

【
久
留
米
市
分
譲
区
域
】

　
　
　  

約
15
．４
９
ha

新工場「演歌の森うきは」

現本社

完成予想図 工事建設予定地
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委員会レポート

うきは市立公園に関する調査うきは市立公園に関する調査
調 査 期 日　令和３年 10月 21 日　
調 査 場 所　うきは市役所第１委員会室、市内現地調査
調査の要旨　うきは市の子育て支援で最もニーズの高い「公園や子どもの遊園の整備・充実」
　　　　　　について、市立公園の現状と課題を把握するため現地調査を行いました。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

土砂山積の合所ダム公園

樹木が生い茂る城ケ鼻公園

　
令
和
２
年
３
月
に
策
定
さ

れ
た
「
第
２
期
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
あ

た
り
、
就
学
前
児
童
と
小
学

生
の
保
護
者
か
ら
「
公
園
や

子
ど
も
の
遊
園
の
整
備
・
充

実
」
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
最

も
高
く
挙
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
を
受
け
、
市
役

所
内
で
「
子
育
て
・
少
子
化

対
策
に
係
る
関
係
者
協
議
」

が
行
わ
れ
、「
子
育
て
世
代
職

員
に
よ
る
公
園
整
備
検
討
部

会
」
よ
り
、
子
育
て
に
資
す

る
市
街
地
の
公
園
整
備
に
つ

【
主
な
質
疑
】

Ｑ　
こ
の
機
に
残
す
べ
き
と

　
こ
ろ
を
整
備
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
平
成
29
年
行
政
改
革
推

　

進
委
員
会
答
申
で
は
、
美

　

津
留
川
公
園
は
将
来
的
に

　

廃
止
。
城
ケ
鼻
公
園
は
稲

　

荷
神
社
と
譲
渡
に
つ
い
て

　

協
議
。
長
岩
公
園
は
、
指

　

定
管
理
者
を
公
募
し
再
建
。

　

そ
の
他
は
維
持
し
て
い
く

　

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　
藤
波
ダ
ム
公
園
、
吉
井

　
百
年
公
園
、
調
音
の
滝
公

　
園
が
最
低
必
要
な
公
園
で

　
は
な
い
の
か
。
思
い
き
っ

　
た
措
置
・
改
革
が
必
要
だ

　
と
思
う
が
。

Ａ　
投
資
す
る
公
園
を
選
別

　

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

　

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
跡

　

地
利
用
に
つ
い
て
も
考
え

　

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
所
見
】

　

今
回
12
か
所
あ
る
市
立
公

園
の
う
ち
６
か
所
を
現
地
調

査
し
ま
し
た
。

　

き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
公

園
も
あ
り
、
そ
う
で
な
く
か

な
り
整
備
が
必
要
と
思
わ
れ

る
公
園
も
あ
り
、
様
々
で
し

た
。
調
査
を
行
っ
た
公
園
は
、

ほ
と
ん
ど
市
街
地
か
ら
離
れ

た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
車
を
使

わ
な
い
と
行
け
ず
駐
車
場
は

狭
く
、
併
設
さ
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
の
質
疑
・
意
見

の
中
に
も
、
見
直
し
や
廃
止

に
つ
い
て
の
意
見
が
多
く
、

今
後
こ
れ
か
ら
の
公
園
を
ど

の
よ
う
に
維
持
管
理
し
て
い

く
の
か
、
早
急
に
検
討
す
る

こ
と
を
執
行
部
へ
要
望
し
ま

し
た
。

　

市
民
が
安
全
・
安
心
に
利

用
が
で
き
て
、
子
育
て
に
も

大
い
に
活
用
で
き
る
公
園
の

整
備
が
望
ま
れ
ま
す
。

い
て
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
は
、
近
年
深

刻
化
す
る
若
年
層
の
人
口
減

少
に
対
す
る
重
要
な
施
策
の

一
つ
で
あ
り
、
う
き
は
市
立

公
園
の
現
状
と
課
題
を
把
握

し
、
公
園
や
子
ど
も
遊
園
の

整
備
・
充
実
に
つ
な
げ
る
た

め
、
現
地
調
査
を
含
め
た
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

【
現
地
調
査
】

　

市
立
公
園
12
か
所
の
う
ち

６
か
所
（
古
川
水
辺
公
園
、

保
木
公
園
、
合
所
ダ
ム
公
園
、

藤
波
ダ
ム
公
園
、
城
ケ
鼻
公

園
、
吉
井
百
年
公
園
）
に
つ

い
て
、
現
地
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

  

子
育
て
世
代
職
員
に
よ
る

  

公
園
整
備
検
討
部
会
か
ら

  

の
提
言

・
吉
井
体
育
セ
ン
タ
ー
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
整
備
箇
所
と
し
て

検
討
す
る
こ
と
。

・
「
芝
生
広
場
エ
リ
ア
」
と

「
遊
具
等
の
エ
リ
ア
」
を
一

体
的
に
整
備
す
る
こ
と
。

・
吉
井
体
育
セ
ン
タ
ー
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
は
敷
地
面
積
の
制

約
等
に
よ
り
十
分
な
整
備
が

で
き
な
い
場
合
は
、
吉
井
百

年
公
園
や
藤
波
ダ
ム
公
園
等

既
存
の
公
園
を
含
め
た
候
補

箇
所
を
改
め
て
選
定
し
、
整

備
を
検
討
す
る
こ
と
。



調 査 期 日　令和３年 11月 15 日　
調 査 場 所　うきは市役所３０１会議室
調査の要旨　令和２年３月に「第２期うきは市子ども・子育て支援事業計画」（以下、本計画）を策定
　　　　　　し、令和３年３月には、子どもの貧困対策のための施策を本計画に盛り込み、さらなる子
　　　　　　ども・子育て支援に関する施策として総合的・一体的に進めるための改定を行っているこ
　　　　　　とから、本計画の進捗状況について調査を行いました。
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自動車学校に関する調査自動車学校に関する調査

子育て支援施策に関する調査子育て支援施策に関する調査

調 査 期 日　令和３年 10月 14 日　
調 査 場 所　うきは市立自動車学校
調査の要旨　うきは市立自動車学校は公立の自動車教習所として、コロナ禍でも各種教習や講
　　　　　　習等が行えるような環境づくり及び感染症予防対策を実施しているが、その取り
　　　　　　組みについて調査を行いました。

【
調
査
結
果
】

　

ト
イ
レ
を
和
式
か
ら
洋
式
、

床
を
タ
イ
ル
か
ら
乾
式
に
し

た
上
で
、
手
洗
い
場
の
蛇
口

を
自
動
セ
ン
サ
ー
式
及
び
換

気
機
能
を
強
化
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
教
室
や
ロ
ビ
ー
の

利
用
人
数
制
限
、
座
席
指
定
、

教
習
・
講
習
終
了
後
の
教
室

内
の
消
毒
な
ど
の
「
指
定
自

動
車
教
習
所
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
防
止
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
遵
守
し
な
が
ら

運
営
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
】

Ｑ　
実
車
指
導
に
関
し
て
は
、 　

車
両
内
が
密
に
な
ら
な
い

　
よ
う
に
配
慮
、
と
あ
る
が

　
具
体
的
に
は
。

Ａ　
本
来
は
指
導
員
１
名
・

　

受
講
生
３
名
乗
車
の
と
こ

　

ろ
を
、
指
導
員
１
名
・
受

　

講
生
１
名
乗
車
に
て
教
習

　

を
実
施
し
て
い
る
。

【
所
見
】

　

ト
イ
レ
改
修
を
は
じ
め
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

感
染
防
止
の
た
め
の
安
心
安

全
な
教
育
環
境
の
確
保
が
で

き
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
安
心
し
て
利
用

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
よ
り

一
層
進
め
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

【
調
査
結
果
】

　

本
計
画
は
６
つ
の
行
動
目

標
が
あ
り
、「
①
家
庭・
地
域

に
お
け
る
子
育
て
の
支
援
」

「
②
妊
産
婦
や
子
ど
も
の
健

康
の
確
保
」「
③
子
ど
も
が

健
や
か
に
成
長
す
る
教
育
環

境
の
整
備
」「
④
安
全
で
安

心
な
子
育
て
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
⑤
家
庭
と
仕
事
の
両
立
支

援
」「
⑥
援
助
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
や
家
庭
へ
の
支
援
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

課
題
と
し
て
は
「
コ
ロ
ナ

対
応
に
よ
り
実
施
件
数
や
利

用
者
数
が
低
調
に
終
わ
っ
て

い
る
。
令
和
３
年
度
も
緊
急

事
態
宣
言
に
よ
り
事
業
実
施

が
困
難
な
部
分
も
あ
り
、
参

加
者
数
が
伸
び
て
い
な
い
状

況
に
あ
る
。
た
だ
、
令
和
３

年
度
中
間
実
績
に
お
い
て
は

相
談
件
数
が
多
く
な
っ
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
な
お
一
層
、

子
育
て
不
安
に
対
す
る
相
談

支
援
の
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
。
今
後
も
積
極
的
に
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。」と
の

こ
と
で
し
た
。

【
主
な
質
疑
】

Ｑ　
病
児
保
育
に
つ
い
て
、　

　
市
内
の
医
療
機
関
と
の
連

　
携
や
委
託
等
の
検
討
は
で

　
き
な
い
か
。

Ａ　
県
内
で
広
域
化
が
検
討

　

さ
れ
て
お
り
、
近
隣
の
状

　

況
を
見
な
が
ら
支
援
に
つ

　

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
所
見
】

　

こ
の
計
画
は
令
和
２
年
度

か
ら
６
年
度
ま
で
の
５
年
間

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
各
行

動
目
標
の
関
係
機
関
は
連
携

を
密
に
し
て
１
件
の
取
り
こ

ぼ
し
も
な
い
よ
う
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
を
望
む
人
が
安
心

し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
社
会

を
つ
く
る
こ
と
が
、
人
口
増

加
と
と
も
に
市
の
発
展
に
も

繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
こ
そ
「
子
ど
も
は
市
の

宝
」
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

 新しく改修されたトイレ
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　吉井町の白壁通りで、
「MINOU  BOOKS」という
本屋を営んでいます。   衣・
食・住などの暮らしや絵
本も取り扱っています。

石井　勇さん
 （うきは市吉井町）

市民の声 Ｑ ：うきは市の印象は
Ａ ：  吉井町に生まれ育ち、高校を卒業し東京で3年、福岡市で12年暮らしました。本屋
を開業しようと思い立ち、うきは市に戻ってきました。
　あらためて、この町で暮らしはじめて最初に受けた印象は、「昔とあまり変わらない
なぁ」です。都会では、仕事も日常も変化の早い毎日を過ごしていたので、変わらない
景色だったり、ゆったりとした時間の流れがとても心地いいなぁと感じました。
　ただ、ここで過ごす時間が長くなるにつれて、その変わらなさや、小さな町の閉塞感
みないなものに対して少し窮屈に感じたりもしています。

Ｑ ：これからのうきは市に期待することや、やってほしいことは
Ａ ：  うきは市吉井町の白壁通りにお店を構えて６年になりますが、その間のうきは市の観
光に対する政策にはあまり共感ができるものがありませんでした。遠回りかもしれません
が、もっとオープンな場で多様な方と議論しながら物事を進めてもらえると嬉しいです。

Ｑ ：うきは市議会に対する要望は
Ａ ：  うきは市議会との接点は、市議会だよりを読むことぐらいなので、要望と言われて
も返答が難しいです。どんな形でも構いませんので、市民の関心を高めるためにも、もっ
と市議会側から進んで、市民に対する接点を増やしてほしいと思います。
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3月議会定例会は ３月４日（金曜日） 開催予定です。
◆一般質問は ３月７日（月）・８日（火）の２日間行われる予定です。
◆インターネットのライブ配信と録画配信もおこなっています。

議会を傍聴しませんか

　

令
和
４
年
を
迎
え
、
コ
ロ
ナ
収
束
と
と
も
に
社

会
全
体
が
穏
や
か
で
、
心
豊
か
な
年
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
12
月
市
議
会
定
例
会
は
昨
年
12
月
３

日
に
開
会
、
慎
重
審
議
の
結
果
す
べ
て
の
議
案
を

可
決
し
15
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
議
会
と
し
て
も
、

「
女
性
が
政
治
に
参
加
し
や
す
く
す
る
た
め
の
検

討
協
議
会
」
を
設
置
し
協
議
の
上
、
本
会
議
に
お

い
て
そ
の
た
め
の
市
議
会
委
員
会
条
例
改
正
・
市

議
会
会
議
規
則
改
正
の
発
議
を
追
加
議
案
と
し
て

上
程
、
可
決
し
ま
し
た
。
今
年
４
月
に
は
市
議
会

議
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
一
人
で
も
多
く

の
女
性
の
市
政
参
画
に
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

議
員
の
改
選
に
伴
い
、
現
在
の
広
報
広
聴
委
員

会
で
の
「
市
議
会
だ
よ
り
」
編
纂
は
残
す
と
こ
ろ

一
回
と
な
り
ま
し
た
が
、
有
終
の
美
を
飾
る
べ
く

更
に
分
か
り
や
す
く
読
み
や
す
い
も
の
に
な
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
最
後
ま
で
ご
愛
読
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
佐
藤 

裕
宣
）

『春光園うきは』
 末次 洸太さん

（うきは市浮羽町山北）

　うきは市で生まれ育つ中で地元うきはを好きになり、福岡の中でも誇れる土地柄や、

全国有数のフルーツの里として知られるうきはのことをもっと多くの方へ知ってほしい、

美味しいフルーツを届けたいとの思いで、勤めていた会社を退社し福岡県農業大学校研

修科に入学。農業大学と八女のいちご園での研修を経て、平成31年1月よりいちご狩りを

オープンしました。オープン初年度から新型コロナウイルスの影響で大打撃を受けまし

たが、たくさんの方に支えられ今年もいちご狩りをスタートさせることができました。

（今後の目標）

 　うきは市の農業を盛り上げ、全国的にうきは市のフルーツが美味しいと知ってもらい、

たくさんの方に新鮮なフルーツを食べて笑顔になってほしいです。

表紙の紹介
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